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Abstract 

Hippocampus haema Han, Kim, Kai & Senou 2017 has been found along the coast of the Sea 

of Japan from Akita Prefecture to Yamaguchi Prefecture in Honshu, the Yatsushiro Sea in Kyushu, 

and the southern coast of the Korean Peninsula. However, there were no records of this species 

from the Pacific side of the Japanese Archipelago, with the exception of an example of a partial 

mitochondrial DNA sequence recently deposited in the DNA data bank. We collected a seahorse 

specimen from the seagrass bed at Koyadori Fishing Port in Onagawa Town, Miyagi Prefecture, 
on the Pacific Ocean side on 29 August 2022. Based on morphological characteristics and 

mitochondrial DNA analysis, this specimen was identified as H. haema. This study provided 

detailed morphological information and the DNA sequences of the specimen and compared them 

with previous morphological and DNA data on H. haema and the related species. The values for 

the 16 morphological characters examined were within the range of previously reported values 

for H. haema, except for the coronet height from the mid-point of the cleithral ring (CHMC). 

Small but substantial number of nucleotide substitutions were found between this specimen and 

previously reported H. haema in Japan, and phylogenetic analysis showed that this specimen 

belonged to the Korean clade. 
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緒言 

ヨウジウオ科 Syngnathidaeのタツノオトシ

ゴ属 Hippocampus Rafinesque, 1810 は日本から

11 種が記録されている（瀬能 2013; Han et al. 

2017; Short et al. 2018; Motomura and Uehara 

2020）。これらのうち、タツノオトシゴ H. 

coronatus、ハナタツ H. sindonis、ヒメタツ H. 

haema の 3 種は、かつては単一種 H. coronatus

と考えられていたが（三谷 1956; 荒賀 1984）、

頂冠が著しく高くて吻長が長い（頭長の 1/2.33

程度）H. coronus と、頂冠がやや高くて吻長の

短い（頭長の 1/3 程度）H. sindosis の 2 種とす

る見解（Jordan and Snyder 1901;  岡田・松原 

1938; 松原  1955; Lourie et al. 1999; 瀬能 

2000; Lourie et al. 2004; 瀬能 2013）もあり、

分類学的位置付けが混乱していた。向井ら

（2000）は、ミトコンドリア DNA（mtDNA）

の塩基配列分析により、相模湾に生息する従

来の H. coronus に頂冠の高低と対応した遺伝

的に異なる 2 型が存在することを報告した。
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Fig. 1. Geographic location of Koyadori Fishing Port and the localities where Hippocampus haema 

distribution has been reported previously. 
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Han et al.（2017）は、日本列島と朝鮮半島の H. 

coronus 標本について、詳細な形態形質の比較

と mtDNA の塩基配列分析を行い、従来 H. 

coronatusとされていたグループの中に複数種

が存在することを確認してタツノオトシゴ H. 

coronatus とハナタツ H. sindosis を再記載し、

これらとは遺伝的にも形態的にも識別可能な

ヒメタツ H. haema Han, Kim, Kai & Senou 2017

を日本列島と朝鮮半島から新種として記載し

た。この報告により、ヒメタツは日本で 116 年

ぶり（当時）に新種記載されたタツノオトシ

ゴ属魚類となった。 

ヒメタツは、タツノオトシゴに比べて頂冠

が低いこと、ハナタツにはない背鰭基部の翼

状棘を有することで識別され（Han et al. 2017）、

日本列島（秋田県から山口県に至る日本海沿

岸と八代海）と朝鮮半島（南部および南東部）

から記録されている（Han et al. 2017; 吉郷 

2019; 園山ら 2020; 草間ら 2022）。また、Han 

et al.（2017）は、mtDNA のシトクローム b（Cyt 

b）領域において日本列島と朝鮮半島の標本が

異なるクレードを形成することを報告した。

日本列島の太平洋側からは本種の記録がなか

ったが、2017 年 9 月に宮城県気仙沼市唐桑町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西舞根から採集された本種の mtDNA の 12S 

rRNA（12S）の全長と tRNA-Val および 16S 

rRNA（16S）の一部の塩基配列（計 1060 bp: 

LC385100）が 2022 年 12 月 21 日付で DNA デ

ータバンクに登録された。しかし、Cyt b の塩

基配列情報がないため、日本列島と朝鮮半島

のどちらのクレードに属するのかは不明であ

った。著者らは、2022 年 8 月 29 日に宮城県

牡鹿郡女川町小屋取漁港内のアマモ場からタ

ツノオトシゴ属魚類 1 個体を採集し、形態的

特徴ならびに mtDNA の塩基配列から、この

標本をヒメタツと同定した。本論文では、同

標本の詳細な形態形質の情報とmtDNAの16S、

12S、そして Cyt b の塩基配列を記載し、これ

までに報告されたヒメタツと近縁種の形態な

らびに DNA データとの比較を行った。 

 

材料と方法 

採集地点と採集方法 

調査標本は、宮城県牡鹿郡女川町の小屋

取漁港（N 38.4075, E 141.5020）から得られ

た（Fig. 1）。この漁港内には、漁港最奥部の

護岸堤防から約 25 m 離れた砂質の海底に主

にアマモ Zostera marinaから構成されるアマ 
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モ場（約 440 m2）が形成されており、著者ら

はこのアマモ場において仔稚魚群集の種組

成調査を目的として 2022 年 5 月から定期的

に採集を行っている。本研究に関する採集は、

その一環として同年 8 月 29 日に実施した。

採集には水研型海岸魚類採集用地曳網［袖

部: 長さ 2 m x 高さ 1 m; 袋部: 幅 1 m x 高

さ 1 m x 側長 2 m; 網地（ナイロンメッシ

ュ）: 目合い 1.4 mm］（イリサワ）を用いた。

採集した調査標本は氷冷して研究室に運搬

し、-20 °Cで一晩冷凍保存した。その後、記

録用の写真をデジタルカメラ（OLYMPUS 

OM-D EM-1 MarkⅢ）で撮影して、99.5 %エ

タノールで固定した。 

 

形態 

形態形質については標準体長（SL）を計測

した後、Han et al. （2017）に従って 10 計数形

質と 6 計測形質を調べた（Table 1）。これらの

形質のうち、SL、TaR、HL、CHGO、CHMC、

SnL、ED、TrL、TaL については、標本全体を

撮影した記録用写真を用いて ImageJ（Rasband 

1997-2012）により計測した。他の形質につい

ては、実体顕微鏡（OLYMPUS SZX16）および

生物顕微鏡（OLYMPUS DP26）を用い、画像

解析ソフトウェア（OLYMPUS CellSens）によ

り計数および計測を行った。これら 16 形質の

値について、Han et al.（2017）が報告ならびに

引用しているヒメタツ、タツノオトシゴ、ハ

ナタツの値と比較した。 

 

DNA 分析 

標本の尾部筋肉を試料としQuickGene DNA 

tissue kit SとMini80（どちらもKURABO）によ

りDNA抽出を行った。抽出はキットに添付さ

れているマニュアルに従った。抽出された

DNAをテンプレートとし、mtDNAのCyt b、

12S、16Sについて、それぞれの部分領域を

PCR法により増幅した。PCR反応液の組成は、

抽出DNA 1.0 µL、10 × Buffer（TOYOBO）1.25 

µL、dNTP Mixture（TOYOBO）1.25 µL、プラ

イマー（50 µM）各0.25 µL、Blend Taq-Plus

（TOYOBO）0.125 µLとし、全量が13 µLとな

るように超純水を加えた。各プライマーの塩

基配列およびPCRの温度条件はHan et al.

（2017）に従った。PCR終了後、1 %アガロー

ス電気泳動により増幅の有無を確かめた後、

増幅断片をAMPURE XP （Bechman Coulter）

を用いて精製し、サイクルシーケンス反応に

供した。サイクルシーケンス反応はBigDye 

Terminator Sequencing Standard Kit ver. 3.1（Life 

Technologies）を用い、反応液の組成と温度条

件ならびに反応後の精製は添付のマニュア

ルに従った。精製後、3500 XL Genetic Analyzer

（Life Technologies）によりキャピラリー電気

泳動を行って塩基配列を決定した。決定した

塩基配列は、Han et al.（2017; 2018）が報告し

たヒメタツの配列（ Cyt b: KP744863–

KP744882; 16S: KP744883–KP744902; 12S: 

KP744903–KP744922）と比較した。比較のた

めのアライメントにはMEGA X （Kumar et al. 

2018）に含まれるClustalW（Thompson et al. 

1994）を用いた。また、これらの塩基配列お

よびHan et al.（2017; 2018）によるタツノオト

シゴH. coronatus（Cyt b: KT167545–KT167548; 

16S: KT167549–KT167552; 12S: KT167553–

KT167556）、ハナタツH. sindonis（Cyt b: 

KT167539–KT167540; 16S: KT167541–

KT167542; 12S: KT167543–KT167544）と、他

の研究者の報告によるサンゴタツH. mohnikei 

（KT780446）（Zhang et al. 2015a）、クロウミ

ウマH. kuda（AP005985）（Kawahara et al. 2008）、

H. reidi（KJ123692）（Wang et al. 2016)、H. ingens

（KF680453）（Zhang et al. 2015b）の塩基配列

およびアウトグループとしてのヨウジウオ

Syngnathus schlegeliの塩基配列（AP012318）

（Song et al. 2014）を含めて3領域の塩基配列

を結合した分子系統樹を作成した。K2P塩基

置換モデル（Kimura 1980）による配列間距離

の計算ならびに近隣結合法（Saitou and Nei 



 

Fig. 2. Hippocampus haema (specimen: KOY-0341) 

collected from Koyadori Fishing Port on 29 August  

2022. 
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1987）による系統樹の構築にはMEGA X

（Kumar et al. 2018）を用いた。出現したクレ

ードの統計的信頼性は1000回のブートスト

ラップによって評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

形態的特徴 

調査標本（KOY-0341: Fig. 2）における形態

形質の値と先行研究によるタツノオトシゴ、

ハナタツ、ヒメタツの形態形質の値を比較し

た結果を Table 1 に示す。ヒメタツとタツノオ

トシゴおよびハナタツを区別する形質である

背鰭基部の翼状棘数（WS）と頭長に対する鰓

孔を基点とした頂冠の高さの割合（CHGO）に

着目すると、KOY-0341 はタツノオトシゴと同

様に WS を有しており、CHGO はハナタツと

同程度でタツノオトシゴよりも明らかに小さ

かったことから、この個体はヒメタツと同定

された。他の形態形質の値も Han et al.（2017）

の記載したヒメタツの値の範囲内に収まった

が、頭長に対する擬鎖骨中央部を基点とした

頂冠の高さの割合（CHMC）は 62.3 %と Han 

et al.（2017）が示した値（34.1–54.6 %）より

も大きかった。なお、標本の雌雄については

不明であった。 

 

DNA 分析 

得られたヒメタツ標本（KOY-0341）の Cyt 

b（746 bp: LC750326）、16S（551 bp: LC750327）、

12S（694 bp: LC750328）の塩基配列について、

Han et al.（2017）による日本（舞鶴）と韓国

（Bunsan、Soan Island、Boseong、Tongyong）

の標本の塩基配列（Cyt b: 702 bp; 16S: 551 bp; 

12S: 694 bp）と共にアラインメントして比較

した結果を Table 2 に示す。標本全体で見る

と、16S と 12S ではそれぞれ 3 サイトと 2 サ

イトで塩基置換が生じていたが、標本間で大

きな違いは認められなかった。一方、Cyt b で

は 10 サイトで塩基置換が生じており、KOY-

0341 と韓国の 12 標本の間の塩基置換数は 0

または 1 個で K2P 距離（平均値 ± SD）が

0.035 ± 0.062 %であったのに対し、日本の 8

標本との間の塩基置換数は 3–5 個で K2P 距

離が 0.521 ± 0.100 %となった。なお、KOY-

0341と DNAデータバンクに登録されていた

宮城県気仙沼市唐桑町西舞根のヒメタツ標

本における 12S の塩基配列（LC385100）の間

には差異が認められなかった。KOY-0341 と

Han et al.（2017）のヒメタツ標本および他の

タツノオトシゴ属 4種における 3領域の塩基

配列データを結合して作成した分子系統樹

を Fig. 3 に示す。ヒメタツ、タツノオトシゴ、

ハナタツの標本はそれぞれ高いブートスト

ラップ値（99 %）で支持されるクレードを形

成した。ヒメタツ標本のうち、Han et al.（2017）

の報告した韓国と日本の標本は、それぞれ

92 %と 44 %のブートストラップ値で相互に

単系統を形成し、本調査標本である KOY-

0341 は韓国のクレードに含まれた。なお、Cyt 

b の塩基配列データのみで作成した分子系統

樹では、ヒメタツの韓国および日本のクレー

ドのブートストラップ値がそれぞれ 90 %と 
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 Fig. 3. Neighbor-joining tree showing the relationships among species of Hippocampus including H. hamae 

collected from Koyadori Fishing Port (specimen: KOY-0341) based on mtDNA sequences. This tree was 

constructed using sequences concatenated the three gene regions (Cyt b: 699 bp, 16S: 556 bp, and 12S: 661 

bp) as partitions. Numbers near nodes indicate probabilities the result of 1000 bootstrap replications test. 

Scale bar is 2 % genetic distance. 
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55 %で Fig. 3 とは異なったが、同一のトポロ

ジーを示した。 

 

考察 

小屋取漁港で得られたタツノオトシゴ属

魚類（KOY-0341）は、形態および DNA 分析

に基づいてヒメタツと同定され、太平洋側か

ら得られた本種の標本について初めて形態と

DNA の情報を記載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タツノオトシゴ属魚類における成体の雌

雄判別については、成熟した雄が育児嚢を有

することにより可能となる。Choi et al.（2006）

は、タツノオトシゴ種群（sensu lato）の成熟時

の最小標準体長（SL）は 53.9 mm と報告して

おり、本調査標本の SL は 31.3 mm と小さか

ったために性を判別できなかった可能性が高

い。本研究で調べた 16 形態形質のうち、頭長

に対する擬鎖骨中央部を基点とした頂冠の高 
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さの割合（CHMC）を除く 15 形質の値は、Han 

et al.（2017）の報告したヒメタツの値の範囲

内であったが、CHMCの値は Han et al.（2017）

の示した値よりも明らかに大きかった。Lourie 

et al.（2004）は、タツノオトシゴ属の体型は成

長に伴って変化し、特に幼魚では頂冠が比較

的高くなる傾向があることを指摘している。

本調査標本は小型の未成熟個体であったため

にこのような違いが生じている可能性が高い。 

Han et al.（2017）は日本（京都府舞鶴産）

と韓国（南部および南東部産）のヒメタツの

間で mtDNA の系統が異なり、本種が日本列

島と朝鮮半島の間で遺伝的に分岐している可

能性を示唆した。Han et al.（2017）が塩基配列

を調べた日本列島のヒメタツ標本は舞鶴産の

みで、日本列島のヒメタツの塩基配列を代表

しているとは言い難い。しかし、小屋取漁港

で採集された本調査標本の塩基配列が朝鮮半

島のクレードに属したことは興味深い結果で

ある。タツノオトシゴ属の成魚は遊泳力に乏

しく、その繁殖生態においてもオスの育児嚢

内で受精が起こり、稚魚の状態で孵化するた

め、総じて分散能力は低いと考えられる。し

かし、各種の地理的分布の様相や DNA マーカ

ーを用いた集団構造解析、複数の種または種

群に見られる種分化パターンの解析により、

長距離を受動的に分散していることが示唆さ

れている（Teske et al. 2005, 2007; Lourie et al. 

2005; Woodall et al. 2011; Boehm et al. 2013; Li et 

al. 2021）。受動分散の主な様式として考えられ

ているのは、稚魚が尾を漂流物（流れ藻や海

洋ごみなど）に巻きつけ、その漂流物に魚体

を固定したまま海流によって輸送されるラフ

ティングであり、複数のタツノオトシゴ属魚

類で実際に観察されている（Powell 2000; 

Kanou and Kohno 2001; Vandendriessche et al. 

2006; Luzzatto et al. 2013, 2014）。対馬暖流は複

数の流路を通って日本海を北上するが、その

一部は朝鮮半島沿岸を北上した後、本流と合

流する（Yabe et al. 2021）。合流後、本流の一

部は津軽暖流となって太平洋側を三陸海岸に

沿って南下し、女川湾を含む複数の湾にも流

入していることが示唆されている（Abe et al. 

2011; Ishizu et al. 2017; Yamada et al. 2017; 

Takahashi et al. 2018）。浮遊生物が対馬暖流に

乗って日本海を北上し、津軽暖流に乗って太

平洋側に到達している代表的な例としてはエ

チゼンクラゲ Nemopilema nomurai（Uye 2008）

が挙げられる。また、漂流物では、朝鮮半島南

部の古興沖を航行中であった貨物船から落下

した約 87 万個のプリンター用インクカート

リッジのうち 1 個が下北半島の太平洋側に漂

着した例がある（由比ら 2008）。これらの事例

を考え合わせると、本報のヒメタツは朝鮮半

島沿岸からラフティングにより対馬暖流およ

び津軽暖流に乗って輸送されてきた可能性が

ある。また、日本列島の日本海側において朝

鮮半島のヒメタツと同じ塩基配列を持った個

体群が形成されていれば、そこから輸送され

たと考えることもできる。 

著者らは、小屋取漁港内における稚魚の種

組成に関する調査を 2022 年 5 月から毎月 1

回の頻度で実施しているが、同年 12 月まで

の調査期間中で採集されたヒメタツは本標

本のみであった。そのため、この場所でヒメ

タツが個体群を形成している可能性は低い

と考えられる。しかし、先に述べたラフティ

ングによって日本海側から太平洋側へのヒ

メタツの供給が繰り返されていれば、太平洋

側でも朝鮮半島や舞鶴の標本とそれぞれ同

一あるいは近縁な mtDNA を保有する個体群

が形成されているかもしれない。また、これ

らとは異なる mtDNA を保有する個体群が形

成されている可能性もある。今後、これまで

に太平洋側でタツノオトシゴやハナタツと

して同定されてきた標本の精査を含めて太

平洋側でも本種の分布調査を行い、さらに分

布域全体での塩基配列データを収集するこ

とが必要と考えられる。 
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